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今
年
度
の
第
一
回
理
事
会
が
五
月
一
二

日
、
定
時
評
議
員
会
が
五
月
二
四
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
評
議
員
会
で
は
、
役
員
の
任
期
満

了
や
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
監
事
三
名
、

理
事
五
名
、
評
議
員
一
二
名
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会

で
、
副
会
長
一
名
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
決
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
理
事
会

【
承
認
事
項
】

　

①
令
和
四
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
令
和
四
年
度
会
計
決
算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
候
補
者
の
推
薦

  

⑤
令
和
六
年
度
秋
田
県
消
防
大
会
の
開

催
支
部

　

⑥
第
六
十
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に

つ
い
て

◆
評
議
員
会

【
議
事
】　

　

①
令
和
四
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
認
定
第
一
号 

令
和
四
年
度
会
計
決

算
承
認

　

③
監
査
報
告

　

④
役
員
等
の
選
任

【
協
議
事
項
】

　

①
令
和
五
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

②
秋
田
県
消
防
大
会
に
つ
い
て

　

③
第
六
十
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
の

概
要

一般財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員

役　職
〔理　事〕

所属・階級等
美郷町消防団　団長
鹿角市消防団　団長
秋田市消防団　団長
横手市消防団　団長
秋田県総務部総合防災課　課長
能代市消防団　団長
湯沢市消防団　団長
潟上市消防団　団長
上小阿仁村消防団　団長
由利本荘市消防団　団長
秋田市消防本部　消防長

秋田県消防協会　事務局長

氏　　名
髙　橋　正　尚
内　田　清　隆
永　澤　靖　雄
樋　渡　　　徹
和　田　　　聡
渡　邊　正　人
佐　藤　孝　吉
門　間　　　勉
武　石　　　聡
阿　部　一　彦
工　藤　琢　磨
佐　藤　広　樹
泉　　　政　樹
佐　藤　　　功

大曲仙北広域市町村圏組合
消防本部　消防長
能代山本広域市町村圏組合
消防本部　消防長

会　　長
副 会 長
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務執行理事

役　職
〔監　事〕

所属・階級等
北秋田市消防団　団長
井川町消防団　団長
東成瀬村消防団　団長

氏　　名
長　岐　邦　雄
三　浦　公　德
鈴　木　　　修

監　　事
〃
〃

役　職
〔評議員〕

関係する消防機関氏　　名

（令和５年５月24日現在）

評議員長
評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

澤　口　紀　夫
前　田　幸　栄
武　田　博　康
中　嶋　　　忍
伊　藤　孝　年
石　井　義　則
笹　村　清　幸
齊　藤　英　一
千　葉與右エ門
渡　部　広　保
松　橋　　　稔
佐々木　　　徹
大　山　　　司
金　子　英　紀
東海林　　　優
佐　藤　英　樹
田　村　健　郎
佐　藤　乃　三
佐々木　利　廣
珍　田　藤　雄
藤　原　宣　一
近　野　　　仁
佐　藤　正　晴

小坂町消防団
鹿角市消防団　
大館市消防団
北秋田市消防本部
藤里町消防団
三種町消防団　
八峰町消防団　
男鹿市消防団　
五城目町消防団
八郎潟町消防団
大潟村消防団
秋田市消防団
秋田市消防団
にかほ市消防団
由利本荘市消防団
由利本荘市消防本部
大仙市消防団
仙北市消防団
横手市消防団
横手市消防団
羽後町消防団
湯沢市消防団
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部



































令
和
五
年
度

　

第
一
回
理
事
会･
定
時
評
議
員
会

　

開
催
さ
れ
る



令和４年度決算〔正味財産増減計算書〕
（2022年４月１日～2023年３月31日）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　減
経常収益計 30,948,475 26,707,548 4,240,927

主　

な　

内　

訳

消防互助会掛金 4,931,100 5,078,400 △ 147,300
事業収入 132,000 137,500 △ 5,500
補助金・交付金 7,709,316 7,207,063 502,253
委託金 3,130,600 3,130,600 0
市町村負担金 5,248,068 5,248,070 △ 2
会　費 6,798,800 5,234,100 1,564,700
その他経常収益 2,998,591 671,815 2,326,776

経常費用計 30,039,101 23,731,800 6,307,301

主　

な　

内　

訳

消防思想普及啓発事業費 899,000 － －
教養研修事業費 1,072,755 － －
秋田県消防大会費 339,672 － －
消防操法大会費 2,698,419 － －
表彰経費 1,059,724 － －
健康増進事業費 1,364,745 － －
消防互助会見舞金 1,380,000 － －
その他の事業費 5,573,321 － －
管理費 15,651,465 － －

当期経常増減額 909,374 2,975,748 △ 2,066,374
当期一般正味財産増減額 909,374 2,975,748 △ 2,066,374
一般正味財産期首残高 116,049,455 113,073,707 2,975,748
一般正味財産期末残高 116,958,829 116,049,455 909,374
＊前年度は、旧会計システムを使用していたため、事業ごとの内訳を算出していない。

（単位：円）
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令
和
五
年
春
の
叙
勲
及
び
第
四
〇
回
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
四
月
二

九
日
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
の
消
防
関
係
で
は
叙
勲
二
〇
名
、

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
八
名
の
方
々
が
受

章
さ
れ
、
五
月
九
日
に
秋
田
県
庁
正
庁
に

お
い
て
、知
事
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。      

（
記
載
は
五
十
音
順
）

令
和
五
年
春　

の　

叙　

勲

第
四
〇
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

   □
瑞
宝
単
光
章
（
二
〇
名
）

　

元
潟
上
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

石　

川　

善
太
郎

　

元
上
小
阿
仁
村
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

伊　

藤　

勝　

義

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

伊　

藤　

孝　

夫

　

元
由
利
本
荘
市
消
防
団

　
　
　

団　
　
　

長　

伊　

藤　
　
　

博

　

元
湯
沢
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

遠　

藤　

幸　

作

　

元
横
手
市
大
森
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

遠　

藤　

松　

作

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

熊　

谷　

金　

栄

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

今　

野　

徳　

雄

　

元
横
手
市
十
文
字
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

齋　

藤　

孝　

悦

　

元
横
手
市
山
内
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐
々
木　

髙　

雄

　

元
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

佐　

藤　
　
　

隆

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

鈴　

木　
　
　

博

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

髙　

橋　

勝　

義

　

元
上
小
阿
仁
村
消
防
団

　
　
　

副
分
団
長　

武　

石　

正　

紀

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

戸　

澤　

幸　

作

令
和
五
年  

春　

の　

叙　

勲
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新

消

防

長

紹

介

新
消
防
団
長
紹
介

【
令
和
五
年
四
月
一
日
就
任
】

大
館
市
消
防
団

 

た
け 
 

だ 

ひ
ろ 
 
や
す

　

武　

田　

博　

康

北
秋
田
市
消
防
団

 

な
が 
 

き 

く
に 
 

お

　

長　

岐　

邦　

雄

五
城
目
町
消
防
団

 

ち 
ば 

よ 

え 
も 
ん

　

千
葉　

與
右
エ
門

八
郎
潟
町
消
防
団

 

わ
た
な  

べ 

ひ
ろ 
 
や
す

　

渡　

部　

広　

保

由
利
本
荘
市
消
防
団

 

あ 
 

べ 

か
ず 
 
ひ
こ

　

阿　

部　

一　

彦

大
仙
市
消
防
団

 

た 
 
む
ら 

け
ん 
 
ろ
う

　

田　

村　

健　

郎

仙
北
市
消
防
団

 

さ 
 
と
う 

だ
い 
 
ぞ
う

　

佐　

藤　

乃　

三

横
手
市
消
防
団

 

ひ 
 
わ
た
し 

 

 
と
お
る

　

樋　

渡　
　
　

徹

羽
後
町
消
防
団

 

ふ
じ 
 
わ
ら 

の
ぶ 
 
か
ず

　

藤　

原　

宣　

一

由
利
本
荘
市
消
防
本
部

 

さ 
 
と
う 

ひ
で 
 

き

　

佐　

藤　

英　

樹

横
手
市
消
防
本
部

 

す
ず 
 

き 

 

 
つ
と
む

　

鈴　

木　
　
　

勉

北
秋
田
市
消
防
本
部

 

な
か 

 

じ
ま 

 
 

し
の
ぶ

　

中　

嶋　
　
　

忍

【
令
和
五
年
四
月
一
日
就
任
】

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部

 

い
ず
み  

 

ま
さ 
 

き

　

泉　
　
　

政　

樹

湖
東
地
区
行
政
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部

 

さ
い 

 

と
う 

な
お 

 

き

　

斉　

藤　

直　

樹

　

秋
田
県
消
防
学
校
の
初
任
教
育
第
七
七

期
入
校
式
が
四
月
一
四
日
（
金
）
県
内
一

三
消
防
本
部
か
ら
五
一
名
の
入
校
生
並
び

に
来
賓
、
家
族
な
ど
約
二
〇
〇
名
が
出
席

し
同
校
屋
内
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
校
式
で
は
、
渡
辺
明
校
長
の
式
辞
に

続
き
、
神
部
秀
行
秋
田
県
副
知
事
、
工
藤

琢
磨
秋
田
県
消
防
長
会
長
、
髙
橋
正
尚
秋

田
県
消
防
協
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
入
校

生
を
代
表
し
秋
田
市
消
防
本
部
の
安
藤
修

平
消
防
士
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
任
教
育
は
、
九
月
一
五
日
ま
で
行
わ

れ
、
警
防
隊
員
と
し
て
活
動
で
き
る
能
力

を
養
成
し
ま
す
。

第
七
七
期 

初
任
教
育
始
ま
る

秋
田
県
消
防
学
校

五
一
名
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す




























































































































　

元
美
郷
町
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

中　

野　

龍　

一

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

藤　

谷　
　
　

勉

　

元
大
仙
市
消
防
団

　
　
　

副　

団　

長　

茂　

木　

勘
之
丞

　

元
北
秋
田
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

森　

川　

竹　

廣

　

元
仙
北
市
消
防
団

　
　
　

分　

団　

長　

山　

手　

善　

美

□
瑞
宝
双
光
章
（
七
名
）

　

元
秋
田
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

石　

川　

昌　

彦

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

小　

野　

一　

男

　

元
横
手
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

東
海
林　

俊　

一

　

元
大
館
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

髙　

橋　

幸　

一

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

高　

橋　

禎　

悦

　
元
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

監　

辻　
　
　

邦　

明

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令
長　

三　

上　
　
　

強

□
瑞
宝
単
光
章
（
一
名
）

　

元
大
館
市
消
防
本
部

　
　
　

消
防
司
令　

山　

下　

幸　

一

第
四
〇
回 

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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秋田県消防学校職員名簿

初任教育第77期入校生名簿

総務班
副主幹･班長　　児　玉　弥生子
副 主 幹　　手　塚　　　昇
主　　事　　菊　地　彩　香 
技能主任　　齋　藤　佳　人
職　　員　　田　口　美　穂
舎　　監  　 今　野　裕　徳
舎　　監　　吉　成　　　勉
舎　　監　　鎌　田　千　尋
防災学習館説明員
　　　　　　鈴　木　　　忠
　　　　　　佐　藤　康　弘
　　　　　　佐　藤　浩　之

教務班
副校長･班長　　大　野　光　徳
副 主 幹　　池　田　敏　英
副 主 幹　　近　藤　信　哉
副 主 幹　　藤　原　克　美
副 主 幹　　佐　藤　玲緒奈
専 門 員　　伊　藤　弥真彦
主　　査　　長　岐　博　文

校　　　　長　　渡　辺　　　明
副　 校 　長　　武　藤　　　学
副校長・班長　　大　野　光　徳

秋田市消防本部
　　佐　藤　宏　要　　　安　藤　修　平
　　倉　内　友　也　　　夏　井　隆　一
　　柏　谷　一　輝　　　京　極　陽　人
　　富　樫　拓　末　　　長谷川　香　子
大館市消防本部
　　兎　澤　慶　伍
北秋田市消防本部
　　久　我　拓　未　　　川　口　　　翔
　　藤　嶋　菜　々　　　小　野　美　咲
由利本荘市消防本部
　　澤　田　啓　吾　　　渡　部　巧　大
　　佐　藤　　　岳　　　齋　藤　貴　仁
にかほ市消防本部
　　鈴　木　琉ノ介　　　阿　部　凌　大
　　齋　藤　華　斗
横手市消防本部
　　小　場　夏　亜　　　高　辻　伊　織
　　佐　藤　小　春
五城目町消防本部
　　武　田　　　愛

鹿角市広域行政組合消防本部
　　佐　藤　侑　都　　　安　保　　　蓮
　　宮　沢　達　也　　　舘　花　朔　弥
能代山本広域市町村圏組合消防本部
　　金　田　　　爽　　　原　田　将　宏
　　加　藤　大　河　　　堀　井　煌　也
湖東地区行政一部事務組合消防本部
　　三　浦　宏太郎　　　小　野　彩　人
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
　　安　藤　竣　利　　　夏　井　大　樹
　　宮　崎　泰　我　　　吉　田　庄　蔵
大曲仙北広域市町村圏組合消防本部
　　黒　田　登　夢　　　伊　藤　麟太郎
　　鈴　木　吟　河　　　菅　原　直　綺
　　佐々木　　　翔　　　加　藤　大　澄
　　原　　　遼　馬　　　市　川　　　誠
　　伊　藤　珠希琉
湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部
　　髙　橋　麻　優　　　髙　橋　　　平
　　佐　藤　天　舞　　　榎　本　仁　夢
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五
月
二
日
に
配
属
先
で
実
務
研
修
を
行

い
、
職
場
の
先
輩
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
吸
収
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
し
て
い
る
先
輩
方
を
見
て
、
消
防

学
校
で
学
ん
で
い
る
基
礎
が
と
て
も
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
先
輩
方
は
基
本
に
忠

実
で
、
そ
の
定
着
が
重
要
な
こ
と
だ
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
今
回
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
空
気
呼
吸
器
を
背
負
い
五
階
ま
で

ダ
ッ
シ
ュ
す
る
救
助
訓
練
に
も
参
加
し
ま

し
た
が
、
先
輩
方
は
顔
色
一
つ
変
え
ず
に

や
っ
て
お
り
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
日
頃
の
体
力
錬
成
も
、
何

を
目
的
に
、
ど
う
や
る
の
か
考
え
な
が
ら

や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
ヶ
月
は
、
た
だ
た
だ
教
官
か
ら

言
わ
れ
た
こ
と
を
や
っ
て
い
た
が
、
五
月

か
ら
は
、
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
良
く
な
る

か
考
え
な
が
ら
取
り
組
み
、
十
月
に
職
場

に
戻
っ
た
際
、
少
し
で
も
戦
力
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
ヶ
月
が
終
了
し
、
よ
う
や
く
慣
れ
て

き
た
が
、
入
校
前
の
緊
張
感
を
忘
れ
ず
寮

生
活
と
授
業
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。ま

た
、授
業
で
学
ん
だ
、安
全
、確
実
、迅
速
の

順
番
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

二
日
に
所
属
で
あ
る
城
東
消
防
署
で
実

務
研
修
を
行
っ
た
。八
時
半
に
全
員
で
交

通
事
故
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
の
確
認
を

行
っ
て
い
て
、
い
か
に
現
場
に
迅
速
に
出

向
く
こ
と
が
必
要
か
を
身
近
で
感
じ
る
こ

と
が
出
来
た
。

　

ま
た
、
資
機
材
の
点
検
を
何
度
も
行
っ

て
、
人
命
救
助
に
は
準
備
が
八
割
と
い
う

意
味
を
改
め
て
知
っ
た
。

　

訓
練
で
は
ロ
ー
プ
結
索
と
梯
子
登
梯
、

降
梯
、水
槽
車
か
ら
の
放
水
を
行
っ
た
。先

輩
職
員
の
や
り
方
を
見
て
か
ら
初
め
て
登

梯
し
た
。そ
れ
を
見
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
切
か
を

改
め
て
知
っ
た
。大
き
な
声
で
し
っ
か
り

反
応
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
命
を
守
る
こ

と
が
出
来
る
と
教
え
て
い
た
だ
い
た
。訓

練
時
に
は
、
な
ぜ
大
き
な
声
が
必
要
か
を

常
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

帰
る
際
に
救
急
通
報
が
あ
り
見
送
り
を

し
た
。緊
急
自
動
車
が
発
車
す
る
前
に
安

全
確
認
を
残
っ
た
者
で
行
っ
た
。自
分
が

運
転
す
る
時
も
気
を
つ
け
て
運
転
し
た

い
。

　

一
ヶ
月
を
振
り
返
る
と
法
制
度
や
服
務

規
則
な
ど
の
勉
強
、
ロ
ー
プ
や
ホ
ー
ス
の

取
扱
方
や
体
力
錬
成
な
ど
、
消
防
士
と
し

て
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
毎
日

ひ
た
す
ら
に
頑
張
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

先
日
、実
務
研
修
を
行
い
ま
し
た
。勤
務

交
代
要
領
、
車
両
点
検
の
見
学
か
ら
始
ま

り
、
先
輩
方
に
消
防
学
校
で
学
ん
だ
一
ヶ

月
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
出
動
の
基
本
訓
練
と
し
て

防
火
衣
の
着
装
を
先
輩
方
と
一
緒
に
行
い

ま
し
た
。先
輩
方
の
着
装
は
早
く
、私
が
着

終
わ
る
ま
で
に
二
十
秒
ほ
ど
差
が
あ
っ
た

と
感
じ
ま
す
。

　

先
輩
方
に
は
工
夫
の
跡
が
あ
り
、
長
靴

の
フ
ァ
ス
ナ
ー
に
は
蛍
光
色
の
ヒ
モ
を
繋

ぎ
目
立
た
せ
て
い
た
り
、
上
着
を
着
る
際

の
姿
勢
等
の
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

早
く
着
装
す
る
に
は
、何
度
も
練
習
し
、

自
分
な
り
に
チ
ャ
ッ
ク
や
テ
ー
プ
を
閉
め

る
順
番
を
決
め
て
お
く
こ
と
で
、
ミ
ス
の

な
い
早
い
完
全
着
装
に
な
る
こ
と
を
ご
教

示
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
結
索
訓
練
等
で
も
、
先
輩
方

に
は
速
さ
や
正
確
性
が
あ
り
訓
練
の
賜
物

と
感
じ
る
と
と
も
に
、
も
っ
と
私
自
身
訓

練
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
消
防
吏
員
と
な

る
た
め
に
不
断
の
努
力
で
頑
張
り
ま
す
。

安
藤　

修
平

 (
秋
田
市
消
防
本
部)

夏
井　

隆
一

 (

秋
田
市
消
防
本
部)

澤
田　

啓
吾

 (

由
利
本
荘
市
消
防
本
部)

　

五
月
二
日
に
、
所
属
の
消
防
本
部
で
日

勤
の
実
務
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
初
め
に
交
替
式
と
車
両
点

検
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。入
校
前
の

研
修
で
は
、
交
替
式
の
動
き
の
意
味
が
全

く
分
か
ら
ず
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
し

た
。し
か
し
、
先
日
の
研
修
で
は
、
頭
の
中

で
次
の
動
き
を
予
測
し
な
が
ら
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
結
索
訓
練
や
三
連
梯
子
の
訓

練
な
ど
に
も
参
加
し
ま
し
た
。そ
こ
で
私

は
、
一
つ
一
つ
の
細
か
な
確
認
や
判
断
が

自
分
と
相
手
の
命
を
守
る
の
に
必
要
な
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。ロ
ー
プ
の
端

末
の
長
さ
で
も
、
梯
子
の
上
り
下
り
の
仕

方
一
つ
で
も
誤
れ
ば
、
自
分
と
相
手
の
命

を
危
険
に
晒
し
て
し
ま
う
の
だ
、
と
改
め

て
注
意
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

研
修
の
途
中
で
何
回
か
救
急
の
出
動
要

請
が
か
か
り
、
先
輩
方
が
出
動
す
る
様
子

を
見
ま
し
た
。傷
病
者
を
一
秒
で
も
早
く

助
け
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
訓
練
や
器
具

の
点
検
を
行
っ
て
い
る
姿
を
見
た
後
の
出

動
す
る
姿
は
胸
に
残
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
消
防
学
校
の
生
活
で
も
、

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、

立
派
な
消
防
士
に
な
る
よ
う
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

佐
藤　

小
春

 (

横
手
市
消
防
本
部)

第
七
七
期
初
任
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
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入
校
後
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
私
た
ち
は
各

所
属
に
実
務
研
修
に
行
っ
た
。
研
修
で

は
、
先
輩
方
の
技
術
な
ど
一
つ
で
も
多
く

盗
む
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
が
一
ヶ
月
訓

練
や
座
学
で
学
ん
で
覚
え
た
こ
と
を
先
輩

方
に
見
せ
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
。

　

当
日
の
朝
方
に
車
両
火
災
が
起
き
て
い

た
た
め
、
所
属
に
行
っ
た
と
き
に
は
、
と

て
も
バ
タ
バ
タ
し
て
い
た
。
現
地
調
査
に

行
く
人
や
そ
の
片
付
け
を
し
て
い
る
人
な

ど
、
朝
か
ら
忙
し
さ
を
実
感
し
た
。

　

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
終
わ
り
、
車
や

資
機
材
の
点
検
も
し
た
。
朝
だ
け
で
な
く

昼
や
夕
方
な
ど
、
自
分
が
い
た
時
だ
け
で

も
三
回
も
点
検
し
て
い
た
。
火
災
・
救
急

の
要
請
が
い
つ
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
に
、

ま
た
、
そ
の
時
に
迅
速
に
出
動
で
き
る
よ

う
に
日
頃
か
ら
点
検
を
大
事
に
し
て
い
る

ん
だ
な
と
思
っ
た
。
自
分
が
持
っ
て
い
る

防
火
衣
や
道
具
も
、
ベ
ス
ト
な
状
況
で
使

え
る
よ
う
に
手
入
れ
を
し
て
い
き
た
い
。

　

午
後
か
ら
は
、
三
連
梯
子
の
訓
練
も
し

た
。
先
輩
方
か
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

な
が
ら
や
っ
た
。
架
梯
し
て
か
ら
の
登
梯

や
降
梯
も
や
っ
た
。
一
つ
一
つ
の
動
作
に

呼
称
が
必
要
だ
が
、
大
き
な
声
を
出
し
て

で
き
た
と
思
う
。

　

次
の
実
務
研
修
ま
で
に
一
回
り
も
二
回

り
も
成
長
し
て
、
先
輩
方
を
驚
か
せ
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

　

五
月
二
日
、
所
属
で
実
務
研
修
を
行
っ

た
。
日
頃
学
ん
で
い
る
訓
練
の
内
容
を
主

に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
ロ
ー
プ
の
結

索
の
仕
方
や
ホ
ー
ス
操
法
な
ど
、
学
校
と

は
異
な
る
消
防
署
独
自
の
や
り
方
も
あ
っ

た
が
、
全
て
は
現
在
学
ん
で
い
る
基
礎
か

ら
成
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

所
属
で
研
修
を
経
験
し
、
消
防
操
法
を

学
ん
だ
ほ
か
、
挨
拶
や
呼
称
、
自
ら
率
先

し
て
動
く
と
い
う
こ
と
を
見
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
訓
練
で
、
隊
長
の
指
示
を
必

ず
呼
称
し
て
い
る
こ
と
や
、
自
分
の
動
き

を
周
り
の
隊
員
に
伝
え
る
意
味
が
あ
る
な

ど
、
改
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
分
か

っ
た
。
次
の
訓
練
に
移
る
時
の
道
具
の
片

付
け
や
準
備
な
ど
を
進
ん
で
行
っ
て
い

た
。

　

こ
の
一
ヶ
月
の
学
校
生
活
で
教
官
か
ら

指
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
注
意
さ
れ
て
い

る
こ
と
全
て
が
、
所
属
で
勤
務
す
る
上
で

必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
授
業
で
言
わ
れ
た
こ
と
と
同
じ
内
容

の
説
明
も
あ
っ
た
の
で
、
一
ヶ
月
や
っ
て

き
た
内
容
を
整
理
し
、
身
に
付
け
る
こ
と

や
こ
れ
か
ら
の
授
業
に
対
し
て
も
し
っ
か

り
と
覚
え
、
所
属
や
現
場
で
一
人
の
隊
員

と
し
て
動
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
。

　

一
ヶ
月
が
経
ち
学
校
生
活
に
も
慣
れ
、

充
実
し
た
生
活
を
送
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

一
ヶ
月
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
五
月

二
日
に
実
務
研
修
と
い
う
形
で
実
際
に
勤

務
を
し
ま
し
た
。
そ
の
研
修
を
経
て
感
じ

た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
準
備
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
い
つ
ど
こ
で
誰
が
何
が
あ
っ
て

も
い
い
よ
う
に
早
く
行
け
る
準
備
で
あ
っ

た
り
、
も
し
こ
こ
で
何
か
起
き
た
ら
ど
う

す
る
か
な
ど
、
常
に
考
え
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
不
器
用

で
、
一
つ
の
こ
と
を
や
る
の
に
い
つ
も
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
常
日
頃
か

ら
、
迅
速
に
且
つ
丁
寧
に
物
事
を
こ
な
せ

る
よ
う
に
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
年
齢
関
係
な
く
誰
と
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
大
事
だ
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
普
段
の
生
活
や
仕
事
で
行
っ

て
い
な
い
と
現
場
で
も
で
き
な
い
の
で
、

挨
拶
で
あ
っ
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は

積
極
的
に
聞
い
た
り
な
ど
、
声
に
出
し
て

伝
え
る
、
聞
く
と
い
う
こ
と
を
習
慣
づ
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
消
防
学
校

で
も
、
あ
ま
り
話
せ
て
い
な
い
人
も
い
る

の
で
、
積
極
的
に
話
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

夏
井　

大
樹

 (

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)

原
田　

将
宏

 (

能
代
山
本
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部)

安
藤　

竣
利

 (

男
鹿
地
区
消
防
一
部

事
務
組
合
消
防
本
部)
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ハッチくん・ハチコちゃん

渡部祐輝消防士長自画像

　

当
支
部
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
火
災

予
防
啓
発
用
品
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作
製
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い

る
大
館
市
消
防
本
部
の
渡
部
祐
輝
消
防
士

長
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

  

き
っ
か
け
は
「
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
作
成
し
て
み
な
い
か
」
と
い
う
先

輩
か
ら
の
提
案
で
し
た
。

　

絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、

忠
犬
は
ち
公
を
モ
チ
ー
フ
に
、
市
民
に
寄

り
添
う
優
し
さ
と
正
義
感
を
表
現
し
た

「
ハ
ッ
チ
く
ん
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｐ
を
は
じ
め
、
火
災
予
防
週
間
の
チ

ラ
シ
や
、
消
防
団
関
連
の
広
報
な
ど
多
く

の
機
会
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
パ
タ
ー
ン
で
作
成
す
る
う
ち

に
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
消
防
車

両
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
に
も

声
を
か
け
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

部
署
の
垣
根
を
越
え
、
様
々
な
デ
ザ
イ

ン
に
携
わ
り
再
認
識
し
た
こ
と
は
、
ど
の

部
署
も
最
終
的
な
目
的
は
「
災
害
か
ら
市

民
を
守
る
こ
と
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
の
関
わ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
、
少
し
で

「
ハ
ッ
チ
く
ん
」
の
作
成
者
を
紹
介
！

も
市
民
を
守
る
こ
と
の
一
助
に
な
れ
ば
と

い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
、
生
誕
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
ハ
チ

公
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
製
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
ハ
ッ
チ
く
ん
」
が
、
私
に
新
た
な
や
り

が
い
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
市
民

を
守
る
こ
と
に
繋
が
れ
ば
、
ハ
チ
公
や
こ

れ
ま
で
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の

恩
返
し
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
本

人
談
）（

情
報
提
供
＝
大
館
北
秋
田
支
部
）

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

10
1

-  5
-23
-17
-  3
9

-  1
1

-  1
-19
-20
-  2
8

165
27
33
89
314
26
36

84
24
16
65
189
12
26

18
8
4
25
55
3
4

94
25
11
42
172
9
35

17
9
3
6
35
1
12

令和５年 令和４年 同期比較
５月 累計 累計５月 年計 ３月 累計


